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一
行
は
実
在
の
唐
僧
で
、
密
教
の
経
典
や
儀
軌
の
伝
授
を
示
す
「
傳
持
の
八
祖
」
の
第
六
祖
で
あ
る
。
俗
名
は
張
遂
、
諡
号
は
大
慧
禪
師
、

一
行
禪
師
あ
る
い
は
一
行
阿
闍
梨
と
尊
称
さ
れ
る
。弘
道
元
年（
六
八
三
年
）に
生
ま
れ
開
元
十
五
年（
七
二
七
年
）十
月
八
日
に
遷
化
し
た
。

　

一
行
は
普
寂
か
ら
禪
を
、
悟
眞
か
ら
律
を
学
ん
だ
。
更
に
、
善
無
畏
と
共
に
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
』
七
巻
を
翻
訳
し
、
筆
受

者
の
一
行
が
そ
の
内
容
を
解
説
し
『
大
日
經
疏
』
二
十
巻
を
著
し
た
。

　

ま
た
、
一
行
は
天
文
学
者
と
し
て
も
名
を
残
す
。
そ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
麟
徳
暦
」
が
日
蝕
予
報
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、「
開

元
大
衍
暦
」
五
十
二
巻
を
作
成
し
た
。
他
に
も
、
一
行
と
係
わ
る
暦
関
係
の
文
献
や
、
翻
訳
と
さ
れ
る
仏
典
は
多
い
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
、
一
行
の
実
像
と
異
な
る
説
話
が
あ
る
。『
平
家
物
語
』
巻
二
に
「
一
行
は
玄
宗
の
持
僧
で
、
讒
言
に
よ
る
楊
貴
妃

と
の
い
わ
れ
な
き
浮
き
名
で
、
果
（
火
）
羅
国
へ
流
罪
と
な
り
、
最
悪
の
道
（
暗
穴
道
）
を
進
ん
だ
。
七
日
間
暗
闇
を
進
む
困
難
な
状
況
を

天
道
は
哀
れ
ん
で
九
曜
を
現
し
て
照
ら
す
。
一
行
は
右
指
を
噛
み
切
り
、
左
の
袂
に
九
曜
の
か
た
ち
を
写
し
た
。
九
曜
曼
荼
羅
は
、
日
本
・

中
国
の
真
言
の
本
尊
で
あ
る
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
説
話
の
登
場
人
物
の
楊
貴
妃
は
、
開
元
七
年
（
七
一
九
年
）
に
生
ま
れ
、
至
徳
元
載
（
七
五
六
年
）
に
没
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
一
行
の
没
年
七
二
七
年
に
は
わ
ず
か
八
歳
、「
浮
き
名
」
が
流
れ
る
年
齢
で
は
な
い
。
ま
た
、「
九
曜
曼
荼
羅
」
は
「
右
の
指
を
食
い

ち
ぎ
っ
て
写
し
た
」
な
ど
は
荒
唐
無
稽
な
話
で
あ
る
。

　

一
行
の
伝
記
は
『
舊
唐
書
』、『
宋
高
僧
傳
』、『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』、『
神
僧
傳
』
に
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝
記
で
は
、
仏
教
経
典

に
通
じ
、
天
文
暦
学
に
深
い
造
詣
を
持
ち
、
唐
王
朝
や
道
士
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、『
平
家
物
語
』
の
記
述
に

一
行
と
九
曜
曼
荼
羅
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近
い
こ
と
は
何
も
見
出
さ
れ
な
い
。

　

密
教
経
典
に
は
、
星
の
信
仰
や
儀
礼
を
説
く
も
の
は
多
い
。
し
か
し
、『
梵
天
火
羅
九
曜
』
は
『
大
正
新
修
大
蔵
經
』
に
し
か
所
収
さ
れ

な
い
。
つ
ま
り
、
一
行
に
仮
託
さ
れ
た
疑
偽
経
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
梵
天
火
羅
九
曜
』（
大
正
蔵
№
一
三
一
一
）で
は「
一
行
禪
師
修
述
。二
十
八
宿
在
天
左
轉
。數
知
人
觸
犯
之
位
。大
唐
武
徳
元
年（
六
一
八

年
）
戊
寅
。
至
咸
通
十
五
年
（
八
七
四
年
）
甲
午
。
都
得
二
百
五
十
七
年
矣
。
梵
天
火
羅
九
曜
及
暗
虛
二
星
。
圖
在
此
。
但
諸
星
都
所
在
。

看
之
決
定
。
一
生
吉
凶
萬
不
失
神
妙
極
」
と
あ
る
。「
九
曜
」
と
は
日
・
月
・
火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
七
星
に
、
羅
睺
（
白
道
と
黄
道
の

交
点
に
あ
た
る
昇
交
点
）
と
計
都
（
白
道
と
黄
道
の
交
点
に
あ
た
る
降
交
点
）
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
経
で
は
羅
睺
・
土
星
・
水
星
・
金
星
・
太
陽
（
密
日
星
）・
火
星
・
計
都
・
月
天
の
真
言
や
名
称
、
星
の
吉
凶
の
記
述
、
各
星
神
の
神

像
が
描
か
れ
る
。
更
に
「
北
斗
七
星
呪
」、「
九
執
呪
」、「
蝕
神
」、
続
い
て
「
葛
仙
公
禮
北
斗
法
」、「
祿
命
書
」、「
吉
祥
真
言
」、「
火
羅
圖
」

と
「
修
法
」
の
記
述
が
あ
る
。

　

各
神
の
真
言
と
神
形
は
、
羅
睺
を
例
に
と
れ
ば
、「
明
曰
。
唵
囉
戶
曩
阿
素
（
三
合
）

囉
邏
惹
野
塞
麻
捨
覩
野
曩
（
名
位
）
扇
底
伽
哩
莎
婆
訶
」
と
記
述
さ
れ
る
。
そ
の
祭
祀
の

方
法
は
、
供
養
に
は
「
銭
を
用
い
る
」、
方
角
は
「
丑
寅
」、
別
名
は
「
羅
睺
・
羅
師
・
黄

幡
・
火
曜
」
と
記
述
さ
れ
る
。
他
の
八
曜
の
神
も
同
様
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

本
経
は
、
イ
ン
ド
や
西
方
と
中
国
の
天
文
占
星
術
が
融
合
し
た
経
典
だ
と
考
え
る
。
七

曜
や
北
斗
七
星
は
実
在
の
天
体
で
あ
り
、
中
国
で
も
早
く
か
ら
信
仰
さ
れ
、
占
星
術
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
イ
ン
ド
天
文
学
の
認
識
（
昇
交
点
の
羅
睺
、
降
交
点
の
計
都
）

が
加
え
ら
れ
九
曜
と
な
る
。

　

真
言
密
教
は
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
と
伝
え
ら
れ
「
三
国
伝
燈
」
と
さ
れ
、
そ
の
権
威
多
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
疑
偽
経
典
に
基
づ

き
「
九
曜
曼
荼
羅
」
は
で
き
あ
が
っ
た
。
経
題
に
「
火
羅
」
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
説
話
や
「
九
曜
曼
荼
羅
」
信
仰
に
影
響
を
与
え
た
と

考
察
す
る
。 

（
中
国
宗
教
研
究
）


